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       ベルト・サンダー２０ Ⅱ 品番：＃３６５４６１００ 型式：Ｃ－３５２０Ａ 
 

１，使用方法 
①本機とコンプレッサーの間に、エアフィルター・レギュレター・エアルブリケータ（３点セット）を取り付けて下さい。 
②３９，エアインレットに、ゴムホースを取り付け、クイックカプラを取り付けて下さい。直接、３９，エアインレットにクイッ
クカプラを取り付けると振動によりカプラが外れ、ケガを負う恐れがあります。 

③使用前に、ゴムホース先端のカプラ部より、タービン（スピンドル）油（♯６０）を数滴注油して下さい。 
④１，プーリーブラケットを、１３，ガードボデー側にロックされるまで押し込んで下さい。 
⑤７，ベルト（サイズ：２０×５２０ｍｍ）を２Ａ，アイドルプーリーと、９，ドライブプーリーの中央にはめ込んで下さい。 
⑥１４，テンションバーを押すと、１，プーリーブラケットのロックが解除されます。 
⑦１１，六角ボルトを緩め、１３，ガードボデー部の角度を調整して下さい。調整後、１１，六角ボルトを締め込んで下さい。 
⑧２９，始動レバーを押すとベルトが回転し、離すと止まります。 
⑨使用後は、ゴムホース先端のカプラ部より、タービン（スピンドル）油（♯６０）を数滴注油して、約１０秒程度空回転して下
さい。オイル注油を怠ると、本機内部に錆が発生し、故障の原因になります。 

 
２，注意事項 

△！ 警告（この警告文に従わなかった場合、死亡、又は重傷を負う危険性のあるもの。） 

①５８８ｋＰａ（６ｋg/ｃｍ２）以上の空気圧で本機を使用しないで下さい。 
②本機への給油に、ガソリン、灯油等の可燃性オイルを絶対に使用しないで下さい。 
③未使用時や、７，ベルト交換時は、必ず本機への空気の供給を止めて、コンプレッサーから取り外して下さい。 
④本機を人に向けて使用しないで下さい。 
⑤回転中に、７，ベルトや回転部分に手を触れないで下さい。又、使用後直ぐに、７，ベルトや使用物に触れないで下さい。 

 

△！ 注意（この警告文に従わなかった場合、ケガを負う恐れのあるもの、又、製品に重大な破損を招く恐れのあるもの。） 

①本機は、車のボデーやパテを研磨する機器です。その他の用途には使用しないで下さい。 
②作業に適した服装、安全眼鏡、マスク、耳栓等を着用して作業を行なって下さい。 
③作業関係者以外は、作業する場所に近付けないで下さい。 
④始動レバーを故意にロックさせて、回転させたまま放置しないで下さい。 
⑤１，プーリーブラケットを、１３，ガードボデーに押し込んだまま使用しないで下さい。 
⑥１４，テンションバーを押して、１，プーリーブラケットのロックを解除する時は、指等を詰めない様に注意して下さい。 

 
３，部品分解図 
                                                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

品番 部品名称 品番 部品名称 品番 部品名称 
１ プーリーブラケット １０ 滑走プレート ２７ ブレード 
１Ａ セットネジ １１ 六角ボルト ２８ ローター 
１Ｂ スプリング １２ ダストカバー ２９ 始動レバー 
１Ｃ ネジ １３ ガードボデー ３０ レバーピン 
２ プーリーブラケット １４ テンションバー ３１ バルブボデー 
２Ａ アイドルプーリー １５ スプリング ３２ Ｏリング 
２Ｂ ボールベアリング １６ レバーピン ３３ Ｏリング 
２Ｃ ネジ １７ レバーピン ３４ Ｏリング 
２Ｄ スプリング １８ ハウジング ３５ バルブステム 
２Ｅ ボールベアリング １９ ベアリング ３６ Ｏリング 
３ スプリング ２０ エンドプレートＢ ３７ バルブスプリング 
４ フィンガーパッド ２１ スペーサー ３８ ディフレクター 
６ 六角ボルト ２２ キー ３９ エアインレット 
７ ベルト ２３ キャップ ４０ 六角レンチ 
８ ワッシャ ２４ ボールベアリング ４１ ロックピン 
８Ａ 六角ボルト ２５ エンドプレートＡ   
９ ドライブプーリー ２６ シリンダー   
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